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Ⅰ 本調査の概要 

１ 調査の目的 

 本調査は、第 3 期西条市総合計画（令和 7 年度から 16 年度まで）を策定するにあたり、これまで

の本市の取り組みや、今後のまちづくりに対する市民の意向を広く把握し、市民の皆さまのご意見を

将来のまちづくりの方向性に反映させることを目的として実施しました。 

 

２ 調査の方法と実施時期 

 この調査は、令和 5年 5月 15 日現在で本市に住民登録をしている 18 歳以上の方から、層化抽出法

（性別、年齢別）により 5,000 人を抽出して 6月中旬に調査票を郵送しました。7月 3日を回答期限

として、郵送回答もしくはインターネット回答のどちらかを選択し回答いただくようにしました。 

 

３ 調査票の回収状況 

最終配布数は、4,988 通（宛先不明 12 通）となりました。そのうち、回収した調査票は 1,570 通と

なり、最終回収率は 31.48%となりました。 

 本調査の信頼度を 95%とすると 383 票の標本サイズが必要となりますが、本調査は十分なサンプル

サイズを確保しており、より信頼性が高い結果であるということができます。 

 

４ 調査票の内容 

 送付した調査票は文末に掲載しています。 

 

５ 報告書の見方 

① 図表の「Ｎ」は、設問に対する回答者数（number of case）のことです。 

② 回答比率（％）は回答者数（Ｎ）を 100％として算出しています。小数点以下第２位を四捨五入し

ており、内訳の合計が計に一致しないことがあります。 

③ 複数回答形式の設問（選択肢中に「○はいくつでも」や「○は３つまで」と注記されている設問）

では、回答比率（％）の計は 100％を超えています。 

  



2 

 

Ⅱ 調査結果 

１ 回答者の属性 

（１）性別 

図表 1 によると、回答者のうち男性は 660 票で 42.0%、女性は 881 票で 56.2%、回答しないが 7 票

で 0.4%となりました。令和 5 年 5 月末現在における本市の人口（住民基本台帳）は、男性が 50,865

人で 48.5%、女性が 53,974 人で 51.5%であることから、回答者はやや女性が多い結果となりました。 

 

図表１ 回答者の性別（Ｎ＝１，５７０） 

 

（２）年齢 

図表 2 によると、回答者は 70 歳以上が最も多く 183 票となりました。60～64 歳を除き、年齢が高

いほど回答率が高くなる結果となりました。 

 

図表２ 回答者の年齢（Ｎ＝１，５７０） 
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（３）お住まいの地区 

図表 3 によると、回答者は神拝が最も多く 178 票、次に西条が 176 票、大町が 160 票となりまし

た。地区ごとに性別や年齢別の母集団構成に違いがあるためか、必ずしも人口が多い地区の回答者が

多くなるという結果にはなりませんでした。 

 

図表３ 回答者のお住まいの地区（Ｎ＝１，５７０） 

 

（４）職業 

図表 4 によると、回答者は事務従事者が最も多く 297 票、次に無職が 251 票、パート従事者が 230

票となりました。 

 

図表４ 回答者の職業（Ｎ＝１，５７０） 
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（５）居住年数 

図表 5によると、回答者は 20 年以上が最も多く 1,161 票で 74.0%、次に 10～20 年未満が 200 票で

12.7%となりました。相対的に居住年数の長い方からの回答が多くなる結果となりました。 

 

 

図表５ 回答者の居住年数（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

（６）世帯構成 

図表 6によると、回答者は親と子（2世代の同居）が最も多く 777 票で 49.5%、次に夫婦のみが 424

票で 27.0%となりました。一方で、単身（一人暮らし）が 160 票で 10.2%と回答者が少なくなる結果

となりました。 

 

図表６ 回答者の世帯構成（Ｎ＝１，５７０） 
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（７）勤務先（通学先） 

図表 7 によると、回答者は西条市内が最も多く 817 票で 62.4%、次に自宅が 201 票で 15.4%となり

ました。西条市内で勤務（通学）されている方からの回答が 75%を超える結果となりました。 

 

 

図表７ 回答者の勤務先（通学先）（Ｎ＝１，３０９） 

 

 

【参考】回答方法 

 図表 8-1 によると、回答者のうち郵送回答を選択した方は 1,170 名で 74.5%、インターネット回答

を選択した方は 400 名で 25.5%となりました。 

 

図表８-１ 回答者の回答方法（Ｎ＝１，５７０） 
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 図表 8-2 によると、インターネット回答の比率が最も高いのは、19 歳以下で 55.6%、反対に郵送回

答の比率が最も高いのは、70歳以上で 97.3%となりました。 

 

 

図表８-２ 回答者の回答方法（Ｎ＝１，５６４） 
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２ 現在の西条市での生活について 

（１）あなたにとって、西条市は住みやすいまちですか 

【結果概要】 

 前回調査と比較し、わずかながら住みやすいと感じている市民の比率が高くなりました。（図

表 10参照） 

 性別にみると、男性と比較してわずかながら女性の住みやすいと感じている方の比率が高くな

りました。（図表 11参照） 

 年齢別にみると、全体的に住みやすいと感じている市民が多い中で、20～29 歳が他の年代を下

回る結果となりました。（図表 12 参照） 

 お住まいの地区別にみると、どちらかといえば人口の減少している地域で住みやすいと感じる

方が少ない傾向がみられました。（図表 13 参照） 

 

図表 9によると、「住みやすい」と回答した方が 657 票で 41.8%、「どちらかと言えば住みやすい」

と回答した方が 618 票で 39.4%となり、あわせて 81.2%が西条市を住みやすいと実感されている結果

となりました。 

 

 

図表９ 西条市は住みやすいまちですか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

図表 10 によると、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較し、「住みやすい」「どちらか

と言えば住みやすい」と回答した比率はほぼ同じですが、「住みやすい」と回答した方の比率が 3.3%

ポイント高くなり、わずかながら住みやすいと感じている市民の比率が高くなりました。 
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図表１０ 西条市は住みやすいまちですか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 11 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率は、男性が 80.7%、

女性が 82.4%となり、男女ともに住みやすいと感じている比率が 80%を超えました。また、わずかな

がら男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表１１ 西条市は住みやすいまちですか（性別） 

 

 

図表 12 によると、全体的に「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が高く

なったものの、20～29 歳の回答が他の年代を下回る結果となりました。 
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図表１２ 西条市は住みやすいまちですか（年齢別） 

 

 図表 13 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も高いのは

橘で 90.9%、最も低いのは徳田で 57.2%となり、特に「住みやすい」と回答した比率が他地域より低

くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象 

図表１３ 西条市は住みやすいまちですか（お住まいの地区別） 
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図表 14 によると、職業間で大きな差はみられませんが、「家事従事者」「無職」の「住みやすい」と

回答した比率が低くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表１４ 西条市は住みやすいまちですか（職業別） 

 

 

図表 15 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も低かった

のは居住年数が 3～5 年未満の方で 72.1%、反対に最も高くなったのは居住年数が 5～10 年未満の方

で 84.5%でした。 

 

図表１５ 西条市は住みやすいまちですか（居住年数別） 
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図表 16 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も高いのは

「夫婦のみ」で 84.2%となりました。 

 

 

図表１６ 西条市は住みやすいまちですか（家族構成別） 

 

 

図表 17 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率はどれも 7 割を

超える結果となりましたが、今治市と松山市に勤務（通学）されている方は、「住みやすい」と回答し

た比率が他より低くなりました。 

 

 

図表１７ 西条市は住みやすいまちですか（勤務先・通学先別） 
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（２）あなたは、今後も西条市に住み続けたいですか 

【結果概要】 

 前回調査と比較すると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比

率はほぼ同じとなりましたが、「ぜひ住み続けたい」と回答した方の比率がわずかに高くなり

ました。（図表 19 参照） 

 性別にみると、女性と比較して男性の方がわずかながら住み続けたいと感じる比率が高くなり

ました。（図表 20 参照） 

 年齢別にみると、30 歳以上で住み続けたいと感じる比率が高くなる傾向がみられました。（図

表 21参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって住み続けたいと感じる傾向に違いがありました。（図

表 22参照） 

 「学生」の住み続けたいと感じる比率が突出して低い結果となりました。（図表 23 参照） 

 

図表 18 によると、「ぜひ住み続けたい」と回答した方が 619 票で 39.4%、「どちらかと言えば住み続

けたい」と回答した方が 591 票で 37.6%となり、あわせて 77.0%が西条市に住み続けようと感じられ

ている結果となりました。 

 

 

図表１８ 西条市に住み続けたいですか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

図表 19 によると、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較し、「ぜひ住み続けたい」「ど

ちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率はほぼ同じですが、「ぜひ住み続けたい」と回答した方

の比率が 1.0%ポイント上回りました。 
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図表１９ 西条市に住み続けたいですか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 20 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率は、男

性が 79.0%、女性が 76.4%となり、男性の方がわずかに住み続けたいと感じる比率が高くなりました。 

 

図表２０ 西条市に住み続けたいですか（性別） 

 

 

図表 21 によると、30歳以上では「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答し

た比率が高くなったものの、29 歳以下では「どちらかと言えば住み続けたくない」「住み続けたくな

い」が高くなる傾向がみられました。 
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図表２１ 西条市に住み続けたいですか（年齢別） 

 

図表 22 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高いのは橘で 90.9%となり、続いて禎瑞で 88.0%となりました。逆に、「どちらかと言えば住み続けた

くない」「住み続けたくない」と回答した比率が最も高いのは徳田で 14.3%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表２２ 西条市に住み続けたいですか（お住まいの地区別） 
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図表 23 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高いのは建設業従事者で 86.9%となり、続いて輸送・運搬業従事者で 84.2%となりました。逆に、学

生は「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が 56.3%となり、他と比

較しても際立って低くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表２３ 西条市に住み続けたいですか（職業別） 

 

図表 24 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高かったのは「20 年以上」居住されている方で 82.2%となり、続いて「5～10 年未満」居住されてい

る方で 73.8%となりました。また、「どちらかと言えば住み続けたくない」「住み続けたくない」と回

答した比率が最も高かったのは「3年～5年未満」居住されている方で 18.6%となりました。 

 

図表２４ 西条市に住み続けたいですか（居住年数別） 
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図表 25 によると、前述した住みやすさと同様、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続け

たい」と回答した比率が最も高いのは、「その他」を除くと「夫婦のみ」で 81.9%となりました。 

 

 

図表２５ 西条市に住み続けたいですか（家族構成別） 

 

 

図表 26 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高いのは、「その他県内」で勤務（通学）されている方で、次に「西条市内」「新居浜市」「今治市」と

続く結果となりました。逆に「松山市」で勤務されている方は、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言

えば住み続けたい」と回答した比率が他より低くなりました。 

 

 

図表２６ 西条市に住み続けたいですか（勤務先・通学先別） 
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（３）あなたは西条市に愛着や誇りを感じていますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較すると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率がわずかに下回

りました。（図表 28参照） 

 年齢別にみると、19 歳以下が最も愛着や誇りを感じている結果となりました。（図表 30参照） 

 お住まいの地区別にみると、愛着や誇りを感じている比率にバラツキがみられました。（図表

31 参照） 

 居住年数別にみると、居住年数が長くなるほど愛着や誇りを感じる比率が高くなる傾向がみら

れました。（図表 33参照） 

 

図表 27 によると、「感じる」と回答した方が 514 票で 32.8%、「どちらかと言えば感じる」と回答し

た方が558票で35.5%となり、あわせて68.3%が西条市に愛着や誇りを感じている結果となりました。 

 

 

図表２７ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

図表 28 によると、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較し、「感じる」「どちらかと言

えば感じる」と回答した比率は 68.3%となり、前回調査から 2.4%ポイント低下しました。また、「ど

ちらかといえば感じない」「感じない」と回答した比率は 10.0%となり、こちらも前回調査を 2.4%ポ

イント上回りました。 
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図表２８ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（今回調査と前回調査の比較） 

 

図表 29 によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率は、男性が 68.7%、女性が

68.5%となり、男女による差はありませんでした。 

 

図表２９ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（性別） 

 

 

図表 30 によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率が最も高いのは 19 歳以下

の 77.7%、続いて 70歳以上の 77.6%となりました。逆に最も低いのは 25～29 歳の 57.5%で、この年代

は「どちらかと言えば感じない」「感じない」と回答した比率も高く、20.6%となりました。 
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図表３０ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（年齢別） 

 

 図表 31によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率が最も高いのは禎瑞で 92.0%、

続いて橘で 81.8%となりました。逆に、「どちらかと言えば感じない」「感じない」と回答した比率が

最も高いのは中川で 30.0%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表３１ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（お住まいの地区別） 
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図表 32 によると、職業間で大きな差はみられませんが、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と

回答した比率が最も高いのは「学生」の 78.2%で、続いて「サービス業従事者」の 77.5%となりまし

た。逆に最も低いのは「無職」の 62.6%でした。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表３２ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（職業別） 

 

 

図表 33 によると、本市の居住年数が 1年未満の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した

比率が最も低くなり、居住年数が長くなるにつれて高くなる傾向が見られました。 

 

図表３３ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（居住年数別） 
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図表 34 によると、「単身（一人暮らし）」の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率

が最も低くなりましたが、その他は家族構成によって大きな違いはみられませんでした。 

 

 

図表３４ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（家族構成別） 

 

 

図表 35 によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率が高いのは「県外」「その

他県外」となりました。「感じる」と回答した比率だけみると、「松山市」は他と比べて極端に低くな

りました。 

 

 

図表３５ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（勤務先・通学先別） 
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（４）西条市では専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率

がわずかに高くなりましたが、「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」の

比率もやや高くなっています。（図表 37参照） 

 性別にみると、男性の方が専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると感じている

比率が高くなりました。（図表 38 参照） 

 年齢別にみると、20～24 歳の専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていないと感じ

る比率が高くなりました。（図表 39参照） 

 職業別にみると、業種によって専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると感じて

いる比率に違いがあります。（図表 41 参照） 

 

図表 36 によると、「提供されている」と回答した方が 101 票で 6.4%、「どちらかと言えば提供され

ている」と回答した方が 438 票で 27.9%となり、あわせて 34.3%が西条市では専門的できめ細やかな

住民サービスが提供されていると実感している結果となりました。 

 

 

図表３６ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

図表 37 によると、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較すると、今回調査では「提供

されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率がわずかに高くなりましたが、「ど

ちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」の比率についても、前回と比べやや高くなっ

ています。 
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図表３７ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 38 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率は、男

性が 36.1%、女性が 33.9%となり、男性の比率の方が高くなりました。 

 

 

図表３８ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（性別） 

 

 

 

図表 39 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは 19 歳以下で 55.6%、逆に「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」と回

答した比率が最も高いのは 20～24 歳で 25.0%となりました。 
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図表３９ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（年齢別） 

 

 図表 40 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは徳田で 47.7%となりました。逆に、「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていな

い」と回答した比率が最も高いのは中川で 33.3%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表４０ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（お住まいの地区別） 
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図表 41 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が高い

のは「サービス業従事者」「農林水産業従事者」「生産工程（製造業）従事者」で、逆に「どちらかと

言えば提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が高いのは「販売従事者」となりまし

た。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表４１ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（職業別） 

 

 

図表 42 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは「1年未満」で 45.4%となりました。逆に「どちらかと言えば提供されていない」「提供され

ていない」と回答した比率が最も高いのは「10～20 年未満」で 23%となりました。 

 

図表４２ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（居住年数別） 
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図表 43 によると、家族構成により大きな違いは見られないものの、「提供されている」「どちらか

と言えば提供されている」と回答した比率が最も高いのは「親と子（2世代）」で 36.2%、逆に「どち

らかと言えば提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が最も高いのも「親と子（2世

代）」で 20.4%となり、両極端な結果となりました。 

 

図表４３ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（家族構成別） 

 

 

図表 44 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは、「その他県外」で、次に「自宅」「新居浜市」「西条市内」と続きました。 

 

 

図表４４ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（勤務先・通学先別） 
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（５）西条市では市民の交流は活発だと思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率がわずか

に低くなりました。（図表 46参照） 

 年齢別にみると、市民の交流が活発だと感じているのは 19歳以下が最も多く、30～54 歳は、

「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が比較的高い傾向にあります。

（図表 48参照） 

 職業別にみると、「運送・運搬業従事者」「学生」が「活発である」「どちらかと言えば活発であ

る」と回答した比率が高い一方で、「農林水産業従事者」の「どちらかと言えば活発ではない」

「活発ではない」と回答した比率が高くなりました。（図表 50 参照） 

 「活発である」に限定すると、居住年数が「1年未満」と回答した比率が最も高く、居住年数

が短いほど高くなる傾向がみられました。（図表 51 参照） 

 家族構成が大きいほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高く

なる傾向がみられました。（図表 52参照） 

 

図表 45 によると、「活発である」と回答した方が 95 票で 6.1%、「どちらかと言えば活発である」と

回答した方が 444 票で 28.3%となり、あわせて 34.4%が西条市では市民の交流が活発だと実感してい

る結果となりました。 

 

図表４５ 市民の交流は活発か（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

図表 46 によると、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較すると、今回調査では「活発

である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が 1.4%ポイント低くなりました。 
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図表４６ 市民の交流は活発か（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

 

図表 47 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、男性が 34.3%、

女性が 35.1%となり、男性と比較してわずかに女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表４７ 市民の交流は活発か（性別） 

 

 

 

図表 48 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、19 歳以下が

最も高く、続いて 30～34 歳が高くなりました。30～54 歳は、市民の交流が活発だと感じている比率

が比較的高い傾向にあります。 
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図表４８ 市民の交流は活発か（年齢別） 

 

 図表 49 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

氷見で 48.9%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比

率が最も高いのは徳田で 28.6%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表４９ 市民の交流は活発か（お住まいの地区別） 
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図表 50 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高いのは「輸

送・運搬業従事者」「学生」で、逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した

比率が高いのは「農林水産業従事者」となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象 

図表５０ 市民の交流は活発か（職業別） 

 

 

図表 51 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は居住年数でば

らつきはあるものの、「活発である」に限定すると「1年未満」が最も高く、居住年数が短いほど比率

が高くなる傾向が見られました。 

 

図表５１ 市民の交流は活発か（居住年数別） 
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図表 52 によると、家族構成が大きくなるほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回

答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表５２ 市民の交流は活発か（家族構成別） 

 

 

図表 53 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は「松山市」が最

も低く 16.7%、逆に「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率も、「松山市」

が最も高く 29.1%となりました。 

 

図表５３ 市民の交流は活発か（勤務先・通学先別） 
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（６）西条市では産業や経済活動は活発だと思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が少し低

くなりました。（図表 55参照） 

 性別にみると、女性と比較して男性の経済活動が活発であると感じている比率が高くなりまし

た。（図表 56 参照） 

 年齢別にみると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いの

は、65～69 歳となりました。また、40～64 歳では「どちらかと言えば活発ではない」「活発で

はない」と回答した比率が高くなりました。（図表 57参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって経済活動に関する受け止め方が異なる結果となりま

した。（図表 58参照） 

 居住年数別にみると、「1年未満」は、経済活動が活発であると感じている方と、経済活動が活

発でないと感じている方に分かれる両極端な結果となりました。（図表 60参照） 

 

 

図表 54 によると、「活発である」と回答した方が 73 票で 4.6%、「どちらかと言えば活発である」と

回答した方が 428 票で 27.3%となり、あわせて 31.9%が西条市では産業や経済活動が活発だと実感し

ている結果となりました。 

 

 

図表５４ 産業や経済活動は活発か（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

図表 55 より、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較すると、今回調査では「活発であ

る」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が 3.6%ポイント低くなりました。 
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図表５５ 産業や経済活動は活発か（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 56 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、男性が 35.3%、

女性が 29.8%となり、女性と比較して男性の比率が高くなりました。 

 

 

図表５６ 産業や経済活動は活発か（性別） 

 

 

 

図表 57 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは、

65～69 歳となりましたが、年代によってばらつきがありました。また、40～64 歳では「どちらかと

言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率が高くなりました。 



34 

 

 

図表５７ 産業や経済活動は活発か（年齢別） 

 

 図表 58 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

徳田で 42.9%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比

率が最も高いのは神戸で 33.3%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象 

図表５８ 産業や経済活動は活発か（お住まいの地区別） 
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図表 59 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高いのは、「輸

送・運搬業従業者」「農林水産業従事者」「サービス業従事者」で、逆に「どちらかと言えば活発では

ない」「活発ではない」と回答した比率が高いのは「専門職」「管理職」となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象 

図表５９ 産業や経済活動は活発か（職業別） 

 

 

図表 60 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

「1年未満」で 45.5%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答

した比率が最も高いのも「1年未満」で 36.4%となり、両極端な結果となりました。 

 

図表６０ 産業や経済活動は活発か（居住年数別） 
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図表 61 によると、「単身（一人暮らし）」の「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と

回答した比率が最も高くなりましたが、その他は家族構成によって大きな違いはみられませんでした。 

 

 

図表６１ 産業や経済活動は活発か（家族構成別） 

 

 

図表 62 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高いのは、「そ

の他県内」「西条市内」「新居浜市」に勤務（通学）している方という結果となりました。逆に、「どち

らかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率が高いのは、「今治市」「県外」に勤務

（通学）している方となりました。 

 

 

図表６２ 産業や経済活動は活発か（勤務先・通学先別） 
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（７）西条市では地域の声が行政に反映されていると思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率

は少し低くなりました。（図表 64 参照） 

 性別にみると、男性の方が地域の声が行政に反映されていると感じている比率が高くなりまし

た。（図表 65 参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって地域の声が行政に反映されていると感じている比率

に違いがあります。（図表 67参照） 

 居住年数が 5年以上の方は、居住年数が長くなるにつれて地域の声が行政に反映されていない

と感じる傾向が見られました。（図表 69参照） 

 

 

図表 63 によると、「反映されている」と回答した方が 37 票で 2.4%、「どちらかと言えば反映されて

いる」と回答した方が 252 票で 16.1%となり、あわせて 18.5%が西条市では地域の声が行政に反映さ

れていると感じている結果となりました。 

 

 

図表６３ 地域の声が行政に反映されているか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

図表 64 により、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較すると、今回調査では「反映さ

れている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が 3.1%低くなりました。 
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図表６４ 地域の声が行政に反映されているか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 65 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率は、男

性が 19.8%、女性が 17.7%となり、女性と比較して男性の比率が高くなりました。 

 

 

図表６５ 地域の声が行政に反映されているか（性別） 

 

 

図表 66 によると、全体的に特徴をつかみにくい中、60～64 歳で「どちらかと言えば反映されてい

ない」「反映されていない」と回答した比率が最も高くなりました。 
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図表６６ 地域の声が行政に反映されているか（年齢別） 

 

 図表 67 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が最も

高いのは田野で 30.8%となりました。逆に、「どちらかと言えば反映されていない」「反映されていな

い」と回答した比率が最も高いのは中川で 46.7%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表６７ 地域の声が行政に反映されているか（お住まいの地区別） 
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図表 68 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が最も

高いのは「輸送・運搬業従事者」で、逆に「どちらかと言えば反映されていない」「反映されていない」

と回答した比率が高いのは「農林水産業従業者」「専門職」「販売従事者」となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表６８ 地域の声が行政に反映されているか（職業別） 

 

 

図表 69 によると、居住年数が 5 年以上の方は、居住年数が長くなるにつれて「どちらかと言えば

反映されていない」「反映されていない」と回答した比率が高くなる傾向が見られました。 

 

図表６９ 地域の声が行政に反映されているか（居住年数別） 
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図表 70 によると、「親と子（2 世代）」の「どちらかと言えば反映されていない」「反映されていな

い」と回答した比率が最も高くなりましたが、家族構成によって大きな違いはみられませんでした。 

 

図表７０ 地域の声が行政に反映されているか（家族構成別） 

 

 

図表 71 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が最も

高いのは「松山市」に勤務（通学）されている方ですが、「どちらかと言えば反映されていない」「反

映されていない」と回答した比率が最も高いのも「松山市」に勤務（通学）されている方となり、両

極端な結果となりました。 

 

図表７１ 地域の声が行政に反映されているか（勤務先・通学先別） 

 



42 

 

（８）西条市では公共料金などの住民負担についてどのように感じますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率

は少し低くなり、負担が大きいと感じている方の比率が高くなっています。（図表 73参照） 

 年齢別にみると、ばらつきはあるものの、年齢が高くなるほど公共料金などの負担が大きいと

感じている結果となりました。（図表 75参照） 

 家族構成が大きいほど負担が大きいと感じている方の比率が高くなりました。（図表 79） 

 

 

図表 72 によると、「小さいと感じる」と回答した方が 55 票で 3.5%、「どちらかと言えば小さいと感

じる」と回答した方が 248 票で 15.8%となり、あわせて 19.3%が西条市では公共料金などの住民負担

が小さいと実感している結果となりました。 

 

 

図表７２ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 

 

 

図表 73 より、今回調査と前回調査（令和元年 6 月実施）を比較すると、今回調査では「小さいと

感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率は低くなり、「どちらかと言えば大きい

と感じる」「大きいと感じる」と回答した比率が高くなりました。 
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図表７３ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 74 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率は、男

性が 22.6%、女性が 17.1%となり、女性と比較して男性の比率が高くなりました。 

 

 

図表７４ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（性別） 

 

 

図表 75 によると、年代でばらつきはあるものの、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと

感じる」と回答した比率は、年齢が若いほど高くなる傾向がみられ、逆に「どちらかと言えば大きい

と感じる」「大きいと感じる」と回答した比率は、年齢が高くなるほど高くなる傾向がみられました。

なお、若い年齢の中でも、35～39 歳は「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回

答した比率が高くなりました。 
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図表７５ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（年齢別） 

 

 図表 76 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率が最も

高いのは「神拝」で 31.5%となりました。逆に、「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じ

る」と回答した比率が最も高いのは「吉岡」で 56.7%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表７６ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（お住まいの地区別） 
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図表 77 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率が最も

高いのは「管理職」となりました。逆に「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回

答した比率が高いのは「専門職」「生産工程（製造業）従事者」「建設業従事者」となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表７７ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（職業別） 

 

 

図表 78 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率が最も

高いのは 1～3 年未満の方で、「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答した比

率も低くなりました。 

 

図表７８ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（居住年数別） 
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図表 79 によると、家族構成が大きくなるほど「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じ

る」と回答した比率が低くなる傾向にあり、あわせて「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと

感じる」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表７９ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（家族構成別） 

 

 

図表 80 によると、「小さいと感じる」「どちらかといえば小さいと感じる」と回答した比率は、「県

外」を除いて大きな違いはみられませんでしたが、「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感

じる」と回答した比率は、勤務先（通学先）によってばらつきがありました。 

 

 

図表８０ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（勤務先・通学先別） 
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（９）今から約 30年後の 2050 年頃の西条市の未来をどのように感じていますか 

【結果概要】 

 市民の約半数の方が西条市の未来に対して何らかの不安を感じています。（図表 81 参照） 

 性別にみると、わずかながら男性の方が西条市の未来に対して不安を感じている結果となりま

した。（図表 82参照） 

 年齢別にみると、55～64 歳、25～34 歳で特に、西条市の未来に対して不安を感じている比率

が高くなりました。（図表 83参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって西条市の未来に不安を感じている比率に違いが生じ

ています。（図表 84参照） 

 居住年数が長くなるにつれて、西条市の未来に不安を感じている傾向がみられました。（図表

86 参照） 

 

図表 81 によると、「安心している」と回答した方が 35 票で 2.2%、「どちらかと言えば安心してい

る」と回答した方が 201 票で 12.8%となり、あわせて 15.0%が西条市の未来を安心している結果とな

りました。逆に、「どちらかと言えば不安である」と回答した方が 538 票で 34.3%、「不安である」と

回答した方が 290 票で 18.5%となり、あわせて 52.8%が西条市の未来を不安に感じている結果となり

ました。 

 

 

図表８１ 西条市の未来をどのように感じているか（単純集計）（Ｎ＝１，５７０） 
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図表 82 によると、男女がほぼ同じ傾向を示したものの、わずかながら男性の方が不安を感じてい

る比率が高くなる結果となりました。 

 

図表８２ 西条市の未来をどのように感じているか（性別） 

 

 

図表 83 によると、全体的に同じような傾向を示す中、55～64 歳、25～34 歳で「どちらかと言えば

不安である」「不安である」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表８３ 西条市の未来をどのように感じているか（年齢別） 
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 図表 84 によると、「安心している」「どちらかと言えば安心している」と回答した比率が最も高い

のは橘で 22.7%となりました。また、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比率

が最も高いのは多賀で 71.4%となりました。いずれの地区も「どちらかと言えば不安である」「不安で

ある」と回答した人の比率が高くなっています。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表８４ 西条市の未来をどのように感じているか（お住まいの地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



50 

 

図表 85 によると、「安心している」「どちらかと言えば安心している」と回答した比率が最も高い

のは「農林水産業従事者」になりました。逆に「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答

した比率が高いのは「専門職」「管理職」になりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表８５ 西条市の未来をどのように感じているか（職業別） 

 

 

図表８６によると、居住年数が長くなるほど「安心している」「どちらかと言えば安心している」と

回答した比率が低くなる傾向がみられました。 

 

図表８６ 西条市の未来をどのように感じているか（居住年数別） 
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図表 87 によると、家族構成による特徴的な違いはみられず、全体的に家族構成の大きさにかかわ

らず、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比率が高くなっています。 

 

図表８７ 西条市の未来をどのように感じているか（家族構成別） 
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（１０）特に不安と感じる課題を選択してください 

【結果概要】 

 「人口減少による都市機能の低下」「企業の流出、産業の空洞化」「少子化進展による教育環境

の悪化」の順で回答した比率が高くなりました。（図表 88 参照） 

 性別にみると、男性女性とも「人口減少による都市機能の低下」が突出して高く、その次に男

性は「企業の流出、産業の空洞化」「働き手不足の深刻化」が高く、女性は「自然災害（地震な

ど）の到来」「少子化進展による教育環境の悪化」が高くなりました。（図表 89参照） 

 年齢別にみると、全体的に「人口減少による都市機能の低下」と回答した比率が高いことに加

え、年齢が若いほど「企業の流出、産業の空洞化」「少子化進展による教育環境の悪化」と回答

した比率が高くなる傾向がみられました。（図表 90 参照） 

 職業によって不安を感じている点が大きく異なる結果となりました。（図表 91参照） 

 

図表 88 によると、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した方のうち、256 票で約

33.7%の方が「人口減少による都市機能の低下」を選択しました。続いて、79 票で 10.4%の方が「企業

の流出、産業の空洞化」を選択する結果となりました。 

 

 

図表８８ 特に不安に感じる点（単純集計）（Ｎ＝７５９） 

 

図表 89 によると、男女ともに「人口減少による都市機能の低下」と回答した比率が最も高くなり

ました。また、それ以外では、男性は「企業の流出、産業の空洞化」「働き手不足の深刻化」と回答し

た比率が高くなる一方で、女性は「自然災害（地震など）の到来」「少子化進展による教育環境の悪

化」と回答した比率が高くなりました。 
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図表８９ 特に不安に感じる点（性別）（Ｎ＝７４５） 

 

 図表 90によると、「人口減少による都市機能の低下」については、全ての年齢を通じて回答した比

率が高くなりました。「企業の流出、産業の空洞化」については、60～64 歳を除き、30 代以下の年代

で回答した比率が高くなる傾向がみられました。また、「少子化進展による教育環境の悪化」について

も、若い年代ほど回答した比率が高くなる傾向がみられました。 

 

図表９０ 特に不安に感じる点（上位３件・年齢別）（Ｎ＝４０４） 
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 図表 91によると、職業によって不安に感じている点が大きく異なります。「人口減少による都市機

能の低下」については、「管理職」「農林水産業従事者」の回答した比率が高く、「企業の流出、産業の

空洞化」については、「サービス業従事者」の回答した比率が高くなりました。また、「少子化進展に

よる教育環境の悪化」については、「パート従事者」の回答した比率が高くなりました。 

 

 

  ※ 回答者 10 人以上の職業を対象  

図表９１ 特に不安に感じる点（上位３件・職業別）（Ｎ＝３８６） 
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３ 地域幸福度(Well-Being) について 

（１）生活環境について 

あなたは西条市で暮らしている中で、生活環境に関する次の項目についてどのように感じています

か。 

①暮らしている地域は、医療機関が充実している 

 

 

図表９２（Ｎ＝１，５６１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

52.9%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が26.6%となりました。 

 

③暮らしている地域は、日常の買い物にまったく不

便がない 

 

 図表９４（Ｎ＝１，５６２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

57.4%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が25.2%となりました。 

②私の暮らしている地域では、介護・福祉施設のサ

ービスが受けやすい 

 

 図表９３（Ｎ＝１，５５６） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

37.1%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が15.8%となりました。 

 

④私の暮らしている地域では、飲食を楽しめる場所

が充実している 

 

図表９５（Ｎ＝１，５６４） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

33.2%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が42.2%となりました。 
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⑤自宅には、心地のいい居場所がある 

 

 

図表９６（Ｎ＝１，５６２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

79.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が5.3%となりました。 

 

 

⑦私の暮らしている地域では、適度な費用で住居を

確保できる 

 

 図表９８（Ｎ＝１，５５０） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

39.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が15.0%となりました。 

 

 

 

 

⑥自宅の近辺では、騒音に悩まされている 

 

 

 図表９７（Ｎ＝１，５６３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

20.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が63.0%となりました。 

 

 

⑧私の暮らしている地域では、公共交通機関で、好

きな時に好きなところへ移動ができる 

 

図表９９（Ｎ＝１，５６１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

13.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が69.2%となりました。 
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⑨私の暮らしている地域には、楽しい時間を過ごせ

る娯楽施設がある 

 

 

図表１００（Ｎ＝１，５６１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

10.1%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が68.1%となりました。 

 

 

⑪私の暮らしている地域では、子どもたちがいきい

きと暮らせる 

 

 図表１０２（Ｎ＝１，５５４） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

39.4%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が15.6%となりました。 

 

 

 

⑩私の暮らしている地域では、子育て支援・補助が

手厚い 

 

 

 図表１０１（Ｎ＝１，５４６） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

20.4%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が25.5%となりました。 

 

 

⑫私の暮らしている地域では、教育環境（小中高

校）が整っている 

 

図表１０３（Ｎ＝１，５６０） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

51.5%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が18.4%となりました。 

 

 

 



58 

 

⑬私の暮らしている地域では、通学しやすい場所に

学校がある 

 

 

図表１０４（Ｎ＝１，５５８） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

57.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が17.3%となりました。 

 

 

⑮暮らしている地域の公共施設は使い勝手がよく便

利である 

 

 図表１０６（Ｎ＝１，５５６） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

14.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が32.8%となりました。 

 

 

 

⑭暮らしている地域の行政は、地域のことを真剣に

考えていると思う 

 

 

 図表１０５（Ｎ＝１，５５７） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

26.5%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が25.4%となりました。 

 

 

⑯私の暮らしている地域では、行政サービスのデジ

タル化が進んでいる 

 

図表１０７（Ｎ＝１，５５２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

64.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が10.2%となりました。 
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⑰私の暮らしている地域では、仕事や日常生活の場

でデジタルサービスを利用しやすい 

 

 

図表１０８（Ｎ＝１，５４９） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

14.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が32.8%となりました。 

 

 

⑲私の暮らしている地域には、まちなか、公園、川

沿い等で、心地よく歩ける場所がある 

 

 図表１１０（Ｎ＝１，５６１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

63.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が18.0%となりました。 

 

 

 

⑱暮らしている地域の雰囲気は、自分にとって心地

よい 

 

 

 図表１０９（Ｎ＝１，５５７） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

64.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が10.2%となりました。 

 

 

⑳私の暮らしている地域には、自慢できる都市景観

がある 

 

図表１１１（Ｎ＝１，５５５） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

28.4%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が36.4%となりました。 
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㉑私の暮らしている地域には、自慢できる自然景観

がある 

 

 

図表１１２（Ｎ＝１，５５７） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

54.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が17.7%となりました。 

 

 

㉓暮らしている地域の空気や水は澄んでいてきれい

だと感じる 

 

 

 図表１１４（Ｎ＝１，５６０） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

75.5%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が6.7%となりました。 

 

 

㉒暮らしている地域では、身近に自然を感じること

ができる 

 

 

 図表１１３（Ｎ＝１，５５７） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

78.0%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が6.7%となりました。 

 

 

㉔私の暮らしている地域では、リサイクルや再生可

能エネルギー活用等、環境への取り組みが盛んで

ある 

 

図表１１５（Ｎ＝１，５５３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

29.1%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が20.6%となりました。 
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㉕私の暮らしている地域では、防災対策がしっかり

している 

 

 

図表１１６（Ｎ＝１，５５４） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

24.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が19.9%となりました。 

 

 

㉗私の暮らしている地域では、歩道や信号が整備さ

れていて安心である 

 

 

 図表１１８（Ｎ＝１，５５９） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

39.9%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が24.2%となりました。 

 

㉖私の暮らしている地域は、防犯対策（交番・街

燈・防犯カメラ・住民の見守り等）が整ってお

り、治安がよい 

 

 図表１１７（Ｎ＝１，５５８） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

24.4%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が31.3%となりました。 
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（２）地域の人間関係について 

あなたは西条市で暮らしている中で、地域の人間関係に関する次の項目についてどのように感じて

いますか。 

①私は、同じ町内（集落）に住む人たちを信頼

している 

 

 

図表１１９（Ｎ＝１，５５９） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 50.2%、「あまりあてはまらない」「全くあて

はまらない」が 15.8%となりました。 

 

③暮らしている地域には、困ったときに相談で

きる人が身近にいる 

 

 図表１２１（Ｎ＝１，５５７） 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 37.2%、「あまりあてはまらない」「全くあて

はまらない」が 33.0%となりました。 

②私の暮らしている地域では、地域活動（自治

会・地域行事・防災活動等）への市民参加が

盛んである 

 

 図表１２０（Ｎ＝１，５５６） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはま

る」が 32.9%、「あまりあてはまらない」「全

くあてはまらない」が 22.5%となりました。 

 

④私は、町内（集落）の人が困っていたら手助

けをする 

 

図表１２２（Ｎ＝１，５５８） 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはま

る」が 58.5%、「あまりあてはまらない」「全

くあてはまらない」が 8.0%となりました。 
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⑤私は、この町内（集落）に対して愛着を持っ

ている 

 

 

図表１２３（Ｎ＝１，５６２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 44.5%、「あまりあてはまらない」「全くあて

はまらない」が 19.9%となりました。 

 

 

⑦私は、見知らぬ他者であっても信頼する 

 

 

 図表１２５（Ｎ＝１，５５３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 8.0%、「あまりあてはまらない」「全くあては

まらない」が 54.1%となりました。 

 

 

⑥この町内（集落）には、どんな人の意見でも

受け入れる雰囲気がある 

 

 

 図表１２４（Ｎ＝１，５５３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはま

る」が 17.5%、「あまりあてはまらない」「全

くあてはまらない」が 32.4%となりました。 

 

 

⑧私は、町内（集落）の人が自分をどう思って

いるかが気になる 

 

図表１２６（Ｎ＝１，５５７） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 13.1%、「あまりあてはまらない」「全くあて

はまらない」が 47.7%となりました。 
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⑨私の暮らしている地域には、女性が活躍しや

すい雰囲気がある 

 

 

図表１２７（Ｎ＝１，５５２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」

が 11.4%、「あまりあてはまらない」「全くあて

はまらない」が 34.7%となりました。 

 

 

 

 

 

⑩私の暮らしている地域には、若者が活躍しや

すい雰囲気がある 

 

 

 図表１２８（Ｎ＝１，５５１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはま

る」が 13.1%、「あまりあてはまらない」「全

くあてはまらない」が 41.7%となりました。 
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（３）自分らしい生き方について 

あなたは西条市で暮らしている中で、自分らしい生き方に関する次の項目についてどのように感じ

ていますか。 

①自分のことを好ましく感じる 

 

 

図表１２９（Ｎ＝１，５５３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

41.5%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が12.6%となりました。 

 

 

③私は、精神的に健康な状態である 

 

 

 図表１３１（Ｎ＝１，５５９） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

65.3%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が13.5%となりました。 

②私は、身体的に健康な状態である 

 

 

 図表１３０（Ｎ＝１，５６３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

62.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が17.0%となりました。 

 

 

④暮らしている地域は、文化・芸術・芸能が盛んで

誇らしい 

 

図表１３２（Ｎ＝１，５５５） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

18.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が34.4%となりました。 
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⑤将来生まれてくる世代のために、良い環境や文化

を残したい 

 

 

図表１３３（Ｎ＝１，５５９） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

78.2%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が4.3%となりました。 

 

 

⑦私の暮らしている地域では、やりたい仕事を見つ

けやすい 

 

 

 図表１３５（Ｎ＝１，５５２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

9.1%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまらな

い」が53.8%となりました。 

 

 

⑥私の暮らしている地域では、学びたいことを学べ

る機会がある 

 

 

 図表１３４（Ｎ＝１，５５２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

20.5%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が31.3%となりました。 

 

 

⑧私の暮らしている地域では、適切な収入を得るた

めの機会がある 

 

 

図表１３６（Ｎ＝１，５５１） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

12.8%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまら

ない」が50.3%となりました。 
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⑨暮らしている地域には、新たな事に挑戦・成長す

るための機会がある 

 

 

図表１３７（Ｎ＝１，５５２） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

9.9%、「あまりあてはまらない」「全くあてはまらな

い」が49.2%となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩自分だけでなく、身近なまわりの人も楽しい気持

ちでいると思う 

 

 

 図表１３８（Ｎ＝１，５５３） 

 

「非常にあてはまる」「ある程度あてはまる」が

22.7%、「あまりあてはまらない」「全くあてはま

らない」が18.8%となりました。 
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（４）幸福度・満足度について 

現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 10 点として、点数

に○をつけてください。 

図表 139 によると、どの程度幸せかについては、「8点」が最も多く 332 票（21.3%）、続いて「7点」

が多く 326 票（20.9%）、平均点は 6.72 点となりました。 

 

 

図表１３９ どの程度幸せか（Ｎ＝１，５５７） 

 

 

あなたの町内（集落）の人々は、大体において、どれぐらい幸せだと思いますか。「とても不幸」を

０点、「とても幸せ」を 10 点として、点数に○をつけてください。 

図表 140 によると、町内（集落）の人々は、どれぐらい幸せだと思うかについては、「5点」が最も

多く 518 票（33.9%）、続いて「7点」が多く 331 票（21.6%）、平均点は 5.99 点となりました。 

 

 

図表１４０ 町内（集落）の人々は、どれぐらい幸せか（Ｎ＝１，５２９） 

平均 5.99 点 

平均 6.72 点 
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現在、あなたの住んでいる地域の暮らしにどの程度満足していますか。「とても不満足」を０点、

「とても満足」を 10 点として、点数に○をつけてください。 

図表 141 によると、あなたの住んでいる地域の暮らしにどの程度満足しているかについては、「5点」

が最も多く 327 票（21.0%）、続いて「7点」が多く 306 票（19.7%）、平均点は 6.1 点となりました。 

 

 

図表１４１ 町内（集落）の人々は、どれぐらい幸せか（Ｎ＝１，５５５） 

 

  

平均 6.1 点 
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４ 施策に対する市民の満足度・重要度 

 図表 142 は、今回の市民アンケート調査で実施した、各施策に対する市民の満足度と重要度を数値

化して領域別に落とし込んだものです。各数値の算出方法は以下のとおりです。 

（１）満足度・・・回答者から「どちらとも言えない」を除き、「満足」の回答 1票につき 2点、

「どちらかと言えば満足」の回答 1票につき 1点、「どちらかと言えば不満」の回答 1票に

つきマイナス 1点、「不満」の回答 1票につきマイナス 2点を加算し、その合計点を「どち

らとも言えない」を除く回答者の総数で割り戻した数値としています。 

（２）重要度・・・回答者から「どちらとも言えない」を除き、「重要」の回答 1票につき 2点、

「どちらかと言えば重要」の回答 1票につき 1点、「あまり重要でない」の回答 1票につき

マイナス 1点、「重要でない」の回答 1票につきマイナス 2点を加算し、その合計点を「ど

ちらとも言えない」を除く回答者の総数で割り戻した数値としています。 

以上の算出方法を用いたところ、全施策の満足度平均は 0.17、重要度平均は 1.25 となりました。

本市の特徴としては、市民の施策に対する重要度は高いものの、市民の施策に対する満足度が上がり

にくい傾向にあることがわかりました。 

 これらを受け、「満足度」と「重要度」の交点を「満足度＝0、重要度＝1」として設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１４２ 満足度・重要度 領域マップ 



71 

 

５ ＳＤＧｓについて 

（１）あなたはＳＤＧｓについて知っていますか。 

図表 143 によると、「内容を含め知っている」と回答した方が 884 票で 56.3%、「内容は分からない

が、聞いたことがある」と回答した方が 530 票で 33.8%、「知らない（聞いたこともない）」と回答し

た方が 124 票で 7.9%となりました。約 9割の方がＳＤＧｓという言葉を認識しており、少しずつ認知

度が高まってきていることがわかります。 

 

図表１４３ ＳＤＧｓについて知っていますか（Ｎ＝１，５７０） 

 

図表 144 によると、「内容を含め知っている」と回答した比率が最も高いのは 19歳以下で 70.4%、

続いて 40～44 歳で 65.0%となりました。学校の授業等で触れる機会があることから、19歳以下の認

知度が他と比べて高くなりました。 

 

図表１４４ ＳＤＧｓについて知っていますか（年齢別） 
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（２）ＳＤＧｓゴールにつながる以下の行動の中で、あなたが実践しているものを選んでください

（複数回答可）。 

 図表 145 によると、実践しているものとして「食べ残しをしないよう心がけている」が最も多く

76.0%、続いて「ごみは種類ごとにきちんと分別している」が 70.6%となり、回答者の約 7割が実践

している結果となりました。 

 

 

図表１４５ ＳＤＧｓにつながる行動で実践しているもの（Ｎ＝１，５２９） 
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６ デジタルの活用について 

（１）あなたが自分で自由に使える端末として「持っているもの」はどれですか（複数選択可）。 

 図表 146 によると、自由に使える端末として持っているものとして、最も多いのは「スマートフ

ォン」で 89.5%となり、回答者の約 9割がスマートフォンを所有している結果となりました。 

 

図表１４６ 自由に使える端末として「持っているもの」（Ｎ＝１，５６０） 

 

 

（２）あなたは、西条市が提供する情報を、どのような手段で入手していますか（複数選択可）。 

 図表 147 によると、西条市が提供する情報を「広報誌」で入手していると回答した方が最も多く

85.7%、続いて「フリーペーパー」の 37.8%、「市公式ホームページ」の 31.6%となりました。 

 

図表１４７ 西条市が提供する情報の入手手段（Ｎ＝１，５３６） 
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（３）あなたは、どのような場面でマイナンバーカードを利用したことがありますか（複数選択

可）。 

 図表 148 によると、「利用したことがない」と回答した比率が最も多く、回答者の約 4割がマイナ

ンバーカードを持っているものの利用していないという結果になりました。利用の場面としては、

「マイナンバーカードを証明する書類として使う」と回答した方が 24.1%、「窓口で本人確認書類と

して提示する」と回答した方が 19.0%となりました。 

 

図表１４８ マイナンバーカードの利用場面（Ｎ＝１，５４４） 

 

（４）西条市の取り組みの中で、デジタル化が進むことを特に期待する分野はどれですか（3つまで

選択可）。 

図表 149 によると、デジタル化が進むことを特に期待する分野として、「保健・医療」と回答した

比率が最も高く 41.1%、続いて「行政手続き」が 32.9%、「こども・子育て」が 29.5％となりまし

た。 

 

図表１４９ デジタル化が進むことを期待する分野（Ｎ＝１，４３５） 
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７ 西条市が目指す都市像、まちづくりについて 

（１）今後、西条市が目指していくべき都市像を表すものとして、どのような「言葉（キーワー

ド）」がふさわしいと思いますか（3つまで選択可）。 

 図表 150 によると、目指していくべき都市像を表すものとして、「安全・安心」と回答した比率が

最も高く 50.2%で、「快適さ」「豊かさ」「活力・賑わい」が続きました。 

 

図表１５０ 目指していく都市像を表す「言葉（キーワード）」（Ｎ＝１，４３５） 

 

（２）あなたが思う、西条市の自慢したいところを、記入してください（記述式）。 

 図表 151 によると、西条市の自慢したいところとして、「うちぬき（水が豊富できれいなど）」と

回答した比率が最も高く 40.6%、次に「豊かな自然（石鎚山、瓶ヶ森、笹ヶ峰、加茂川、海など）」、

「西条祭り（祭り文化など）」が続きました。 

 

図表１５１ 西条市の自慢したいところ（Ｎ＝１，１９８） 
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また、図表 152 は、「西条市の自慢したいところ」の記述部分をテキストマイニング（※）の手法

を用いて全体を可視化したものです。 

 この図からも、市の象徴である「うちぬき」「石鎚山」「西条祭り」といったキーワードが多く挙

げられていることがわかります。そのほかにも「加茂川」「水資源」「自然環境」「はだか麦」といっ

た本市の強みとも言える豊かな自然環境に付随したキーワードが多くみられました。 

 

（※）テキストマイニング 

 文章からなるデータを単語や文節で区切り、それらの出現頻度や相関、出現傾向、時系列などを

解析することで有用な情報を取り出す、テキストデータの分析方法のこと。 

 

 

※ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析  

https://textmining.userlocal.jp/ 

 

図表１５２ 西条市の自慢したいところ（テキストマイニング） 
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Ⅲ 参考資料（アンケート調査票） 

 



78 

 

 

 



79 

 

 

 



80 

 

 



81 

 

 

 



82 

 

 

 



83 

 

 

 



84 

 

 

 

 



85 

 

 

 



86 

 

 

 

 



87 

 

 

 

 



88 

 

 

 



89 

 

 



90 

 

 


